
「親子で稲刈り」参加者の皆さん「親子で稲刈り」参加者の皆さん

本所　〒869－2612 熊本県阿蘇市一の宮町宮地387－5
TEL 0967－22－6111／FAX 0967－23－1088

ＪＡ阿蘇のホームページに
アクセスできます！

■今号16ページ　主な内容
●令和6年産阿蘇コシヒカリ初検査・安全祈願祭・出発式
●建設進む「大型自動ラック式農業倉庫」・ＴＡＣ活動報告
●女性部全体研修会・青壮年部大会開催
●生産各部会の生育・出荷・査定会・総会などの動き
●親子で稲刈り・地元中学生農業体験・「野菜の日」特売会
●「イラスト違い」正解者に抽選でプレゼント！etc.
　　　　　　　　　　              今号も話題と情報を満載!!
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阿
蘇
コ
シ
ヒ
カ
リ「
初
検
査
」「
出
発
式
」

概
算
金
２
万
２
０
２
０
円
は
過
去
20
年
で
最
高
額

写真上から＝阿蘇コシヒカリ出発式
テープカット／原山組合長挨拶の様子
／新米を載せたトラック

写真右＝袋詰めされた阿蘇コシヒカリ
／初検査の様子

令和６年産「阿蘇コシヒカリ」全量が１等米
　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
９
月
10
日
、
阿
蘇
市
で「
令
和
６
年
産
米
初

検
査
」及
び「
阿
蘇
コ
シ
ヒ
カ
リ
出
発
式
」を
行
い
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
コ
メ
不
足
や
資
材
高
騰
を
受
け
、
農
家
に
支

払
う
１
俵
当
た
り
の
１
等
米
の
概
算
金
を
２
万
２
０
２
０

円
と
し
、
過
去
20
年
で
最
高
金
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
部
営
農
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
初
検
査
で
は
、
持
ち

込
ま
れ
た
約
15
ｔ
の
阿
蘇
コ
シ
ヒ
カ
リ（
特
別
栽
培
米
）か

ら
、
サ
ン
プ
ル
を
抜
き
取
っ
て
検
査
。
新
米
の
形
や
色
ツ

ヤ
、
水
分
量
や
粒
の
張
り
具
合
を
検
査
し
た
結
果
、
全
量

が
１
等
米
と
な
り
令
和
６
年
産
米
は
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
式
辞
で
「
稲
作
の
生
産
コ
ス
ト
が

高
騰
し
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
組
合

員
の
た
め
強
い
気
持
ち
で
概
算
金
を
設
定
し
た
」
と
意
気

込
み
を
語
り
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
稲
作
部
会
の
立
石
翼
部
会
長
は

「
丹
精
込
め
て
作
っ
た
阿
蘇
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
１
粒
１
粒

味
を
感
じ
な
が
ら
、
多
く
の
消
費
者
に
味
わ
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
初
出
荷
の
喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。
今
季
も
品

質
・
出
荷
量
と
も
に
例
年
通
り
良
く
、
出
荷
目
標
は
９
６

６
０
ｔ
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

初
検
査
後
に
行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、
関
係
者
に
よ
る
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
や
高
森
高
校
の
学
生
寮
「
た
か
も
り
時
空
和
ベ

ー
ス
」
へ
の
新
米
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
新
米
を
載
せ
た
ト
ラ

ッ
ク
を
見
送
り
、
初
出
荷
を
祝
い
ま
し
た
。
式
典
後
、
新
米

で
作
ら
れ
た
お
に
ぎ
り
が
出
席
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
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「
原
山
組
合
長
自
ら
稲
刈
り
」

    

稲
刈
り
の
受
託
作
業
を
試
験
的
に
行
う

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
９
月
９
日
、
初
め
て
稲
刈
り
の
受
託
作
業

を
試
験
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
肥
料
や
資

材
、
機
械
の
高
騰
な
ど
の
影
響
で
離
農
や
委
託
が
増
加
。

稲
作
の
受
託
者
に
も
限
界
が
き
て
お
り
「
田
植
え
が
出
来

な
い
」
「
育
っ
た
米
を
刈
れ
な
い
」
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
組
合
員
か
ら
の
「
Ｊ
Ａ
で
の
稲
刈
り
を
お
願

い
し
た
い
」
と
い
う
要
望
に
応
え
よ
う
と
、
原
山
寅
雄

組
合
長
が
自
ら
コ
ン
バ
イ
ン
を
操
作
し
稲
刈
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

原
山
組
合
長
は
「
組
合
員
の
生
産
コ
ス
ト
は
上
が
り
、

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
少
し
で
も
組
合
員
の
負
託

に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
語
り
、
今
後
、
田
植
え
か
ら
稲

刈
ま
で
の
作
業
を
行
う
体
制
を
確
立
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
写
真
＝
稲
刈
り
体
験
を
行
う
原
山
組
合
長
と
田
嶋
常
務
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
、
阿
蘇
市
で
「
大
型
自
動
ラ
ッ
ク
式
農

業
倉
庫
」
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

新
農
業
倉
庫
の
建
設
は
、
農
業
倉
庫
へ
の
保
管
料
や
運

賃
の
削
減
、
既
存
倉
庫
の
集
約
、
フ
レ
コ
ン
集
荷
に
よ
る

労
働
力
の
低
減
へ
繋
げ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
中
の
農
業
倉
庫
は
総
工
費
20
億
円
で
敷
地
面
積

８
６
１
６
㎡
、
建
築
面
積
・
延
床
面
積
と
も
に
５
１
２
１

㎡
の
鉄
骨
造
平
屋
建
て
で
、
内
部
に
は
約
４
９
０
０
ｔ
、

米
俵
お
よ
そ
８
万
俵
分
の
米
が
保
管
で
き
、
温
度
と
湿
度

の
管
理
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　

自
動
ラ
ッ
ク
式
に
よ
り
、
従
来
の
保
管
方
法
「
先
入
れ

後
出
し
」
に
縛
ら
れ
ず
、
ど
こ
か
ら
で
も
取
り
出
せ
、
品

種
ご
と
の
保
管
と
幅
広
い
運
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
工
事
を
行
っ
て
い
る
㈱
サ
ン
コ
ー
ビ
ル
ド
は
熱
中
症

対
策
と
し
て
、
か
き
氷
機
や
塩
分
補
給
品
を
作
業
事
務
所
に

置
き
、
猛
暑
の
中
で
作
業
を
行
う
作
業
員
を
支
え
る
た
め
の

万
全
な
態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。
原
山
寅
雄
組
合
長
は
「
猛

暑
の
中
、
作
業
す
る
作
業
員
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
安
全
を

第
一
に
作
業
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

農
業
倉
庫
の
完
成
は
今
年
10
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

10
月
末
の
完
成
予
定「
大
型
自
動
ラ
ッ
ク
式
農
業
倉
庫
」

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
８
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
第
１
四
半
期
Ｔ
Ａ

Ｃ
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
Ｊ
Ａ
阿
蘇
常

勤
役
員
の
他
、
各
部
室
長
や
連
合
会
関
係
者
ら
30
名
が
集

ま
り
、
日
々
の
訪
問
活
動
の
実
績
を
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
地
域
農
業
の

担
い
手
に
出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当
者
）
よ
り
報
告
し
ま
し
た
。

　

報
告
内
容
は
、
訪
問
活
動
を
行
っ
た
際
の
組
合
員
や
生

産
者
か
ら
の
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
意
見
・
要
望
の
他
に
、
他
部

門
と
の
同
行
訪
問
に
よ
る
実
績
や
ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用

し
た
試
験
圃
場
の
途
中
経
過
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
会
は
年
に
４
回
行
わ
れ
、
営
農
・

購
買
・
金
融
・
共
済
と
Ｊ
Ａ
内
部
の
共
通
の
課
題
解
決
に
向

け
た
重
要
な
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
原
山
組
合
長
は
「
他
部

門
と
の
連
携
が
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
良
い
意
味
で
影
響

し
て
き
て
い
る
。
今
後
も
職
員
を
リ
ー
ド
し
て
い
け
る
よ
う

な
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

　

※
Ｔ
Ａ
Ｃ
＝「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ａ
ｇ
ｒ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ　

Ｃ
ｏ
ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
／
写
真
＝
水
田
用
自
動
給
水
機
の

試
験
圃
場
で
の
設
置
説
明
の
様
子
（
左
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｃ
市
原
職
員
・

久
石
フ
ァ
ー
ム
藤
原
代
表
・
メ
ー
カ
ー
職
員
）

Ｊ
Ａ
阿
蘇
第
１
四
半
期
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
報
告
会
を
開
催

建設中の大型自動ラック式農業倉庫



心臓マッサージやＡＥＤ操作など体験
ＪＡ阿蘇女性部全体研修会

第49回ＪＡ阿蘇青壮年部大会
盟友の主張発表最優秀賞
　　　　　　長野泰蔵さん（長陽支部）
組織活動実績発表最優秀賞　西原支部

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
は
７
月
18
日
、
女
性

部
全
体
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修

会
に
は
女
性
部
員
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
50
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
よ
り
講
師
を
招
き
、
救
急
・

防
災
講
習
と
し
て
消
防
署
職
員
か
ら
救
急

時
の
適
正
な
対
応
や
傷
病
者
の
搬
送
方
法

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
に
数
人
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
練
習
用
教
材
を
用
い
て
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法

な
ど
一
連
の
手
順
を
学
び
ま
し
た
。

　

救
急
時
の
対
応
を
体
験
し
た
女
性
部
員

は
「
も
し
も
の
時
に
落
ち
着
い
て
適
正
な

対
応
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
改
め

て
感
じ
た
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
習
後
は
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
麻
生

せ
い
子
さ
ん
に
よ
る
、
家
の
光
記
事
を
日

常
で
活
用
す
る
方
法
や
Ａ
コ
ー
プ
マ
ー
ク

品
に
つ
い
て
の
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
は
８
月
１
日
、
第

49
回
青
壮
年
部
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
青
壮
年
部
盟
友
や
関
係
者
ら

50
名
が
参
加
し
、
盟
友
の
主
張
発
表
や
組

織
活
動
実
績
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
北
野
暁
之
青
壮
年
部
長

が
「
青
壮
年
部
組
織
と
し
て
の
意
義
や
在

り
方
、
今
後
の
農
業
情
勢
に
対
し
て
何
が

出
来
る
の
か
模
索
し
、
盟
友
間
の
結
束
力

を
高
め
営
農
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
、
力

強
く
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
新
規
就
農
に
伴
う
Ｊ
Ａ
や

地
域
盟
友
と
の
繋
が
り
、
地
域
住
民
や
行

政
と
連
携
し
た
食
育
活
動
な
ど
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
盟
友
の
主
張
発
表
最
優

秀
賞
に
長
陽
支
部
の
長
野
泰
蔵
さ
ん
。
組

織
活
動
実
績
発
表
最
優
秀
賞
に
西
原
支
部

が
輝
き
ま
し
た
。

　

長
野
泰
蔵
さ
ん
と
西
原
支
部
は
、
10
月

22
日
に
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
熊
本
県
青
壮
年

部
大
会
に
阿
蘇
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
写
真
＝
盟
友
の
主
張
最
優
秀
賞
受
賞
の
長
野

さ
ん（
右
）、組
織
活
動
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た

西
原
支
部
の
丹
生
さ
ん（
左
）

写
真
＝
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
一
連

の
手
順
を
学
ぶ
参
加
者
の
皆
さ
ん

もしもの時、落ち着いて
    適正な対応できますか！？
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　ＪＡ阿蘇女性部は７月下旬、ＪＡ阿蘇管内で「一斉クリー

ン作戦」を実施しました。

　阿蘇郡市の阿蘇町・小国郷・南阿蘇・高森・西原・蘇陽

の６地区の女性部員らが街に落ちているゴミを回収し、街

ごとキレイにしようとした企画です。参加者は約100人に

上り、親子で参加した方もいました。

　道端には紙片のような小さいものから大きなゴミまであ

り、回収したゴミは可燃・不燃・ペットボトル・缶などの資源

ゴミに分別しました。回収したゴミは約80袋と予想よりも

多い結果となりました。女性部統括の堀川美紀さんは「心

と地域が少しでも明るくなればと考え、阿蘇郡市全体でク

リーン作戦に取り組みました。女性組織が地域の方と共

に活動できた事に意義があり、地域貢献できて良かった」

と笑顔で話していました。

7月下旬 ＪＡ阿蘇女性部「一斉クリーン作戦！」
阿蘇町・小国郷・南阿蘇・高森・西原・蘇陽の６地区の女性部員らがゴミを回収阿蘇町・小国郷・南阿蘇・高森・西原・蘇陽の６地区の女性部員らがゴミを回収

阿蘇町支部の皆さん（7月13日）

南阿蘇支部の皆さん（7月6日）

西原支部の皆さん（7月13日）

小国郷支部の皆さん（7月20日）

高森支部の皆さん（7月14日）

蘇陽支部の皆さん（7月28日）

JAあそだより No.137

5



6

JAあそだより No.137

生産各部会の生育・出荷・査定会・総会などの動き①

※
次
ペ
ー
ジ
に
続
く　

夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
出
荷
最
盛
期

販
売
金
額
４
６
０
０
万
円
を
計
画

＝
Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
キ
ュ
ウ
リ
部
会
＝

夏
秋
ト
マ
ト
も
出
荷
最
盛
期
迎
え
る

販
売
金
額
18
億
円
を
計
画

　

＝
Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
ト
マ
ト
部
会
＝

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
キ
ュ
ウ
リ
部
会
は
、
令

和
６
年
産
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
の
出
荷
最
盛
期

（
７
月
下
旬
取
材
時
）を
迎
え
ま
し
た
。

　

作
付
総
面
積
は
1.3 

ha
で
生
産
者
は
８
人
。

７
月
中
旬
か
ら
熊
本
県
内
や
福
岡
・
鹿
児

島
へ
と
九
州
管
内
を
中
心
に
出
荷
が
本
格

的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
中
部
野
菜
セ
ン
タ
ー
に
は
、

生
産
各
農
家
か
ら
多
い
時
に
は
約
１
０
０

ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー
ス
＝
15
㎏
）
が
持
ち
込

ま
れ
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は

選
果
選
別
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

品
種
は
節
成
性
が
高
く
、
分
枝
性
も
良

い
「
ニ
ー
ナ
Ｚ
」
や
「
ス
ッ
ク
」
を
主
と
し

て
い
ま
す
。

　

定
植
後
の
活
着
も
ス
ム
ー
ズ
で
順
調
な

生
育
と
な
っ
て
お
り
、
梅
雨
明
け
後
の
萎

れ
や
芯
焼
け
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

在
は
病
害
虫
も
少
な
く
順
調
な
出
荷
が
続

い
て
い
ま
す
。
中
部
キ
ュ
ウ
リ
部
会
で
は

販
売
数
１
６
５
ｔ
、
販
売
金
額
４
６
０
０

万
円
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

担
当
指
導
員
の
江
藤
秀
晃
職
員
は
「
農

家
所
得
増
に
向
け
、
収
量
・
品
質
向
上
に

現
地
検
討
会
・
巡
回
を
通
し
て
取
り
組
み
、

同
時
に
阿
蘇
の
農
産
物
が
さ
ら
に
消
費
者

に
選
ば
れ
る
よ
う
販
売
に
も
繋
げ
た
い
」

と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
（
写
真
右

＝
キ
ュ
ウ
リ
の
出
荷
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
中

部
野
菜
セ
ン
タ
ー
／
撮
影
７
月
29
日
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
ト
マ
ト
部
会
は
、
令
和

６
年
産
夏
秋
ト
マ
ト
の
出
荷
が
最
盛
期（
７

月
下
旬
取
材
時
）を
迎
え
て
い
ま
す
。
作
付

総
面
積
は
約
41 
ha
で
生
産
者
は
１
４
８
人
。

７
月
上
旬
か
ら
九
州
管
内
や
関
東
・
関
西
方

面
へ
と
出
荷
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

品
種
は
高
温
下
で
の
着
果
性
が
優
れ
、

肉
質
が
良
く
コ
ク
の
あ
る
「
り
ん
か
４
０

９
」
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

中
部
野
菜
セ
ン
タ
ー
に
は
各
生
産
農
家

か
ら
多
い
時
に
は
約
５
８
０
０
ケ
ー
ス

（
１
ケ
ー
ス
＝
15
㎏
）
が
持
ち
込
ま
れ
、

選
果
選
別
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
同

部
会
で
は
販
売
数
量
４
８
０
０
ｔ
、
販
売

金
額
18
億
円
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

去
年
に
比
べ
梅
雨
期
に
よ
る
日
照
不
足

や
長
雨
の
影
響
で
、
樹
勢
の
低
下
、
灰
色

か
び
病
の
発
生
が
一
部
見
ら
れ
ま
し
た
が

３
〜
４
段
収
獲
期
頃
に
は
着
果
・
玉
肥
大

も
良
好
で
、
７
月
上
旬
〜
中
旬
に
か
け
て

増
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
梅
雨
期
の
影
響
で
７
〜
８

段
花
に
落
花
が
見
ら
れ
る
圃
場
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
段
に
つ
い
て
は
着

果
が
良
好
で
本
年
は
樹
勢
も
安
定
し
て
い
る

こ
と
で
、
順
調
な
生
育
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
中
部
ト
マ
ト
部
会
の
栽
培
エ
リ

ア
は
新
規
就
農
者
や
後
継
者
の
増
加
傾
向
に

あ
り
、
産
地
と
し
て
注
目
さ
れ
市
場
か
ら
も

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
生
産
農

家
や
行
政
・
Ｊ
Ａ
が
連
携
し
、
収
量
・
所
得

の
増
加
を
目
指
し
取
り
組
む
計
画
で
す
。

　

担
当
指
導
員
の
田
部
滉
大
職
員
は
「
今

後
も
安
定
出
荷
に
向
け
て
積
極
的
に
現
地

指
導
に
注
力
し
て
い
く
」
と
力
強
く
語
っ

て
い
ま
し
た
。
出
荷
は
11
月
ま
で
続
き
ま

す
。
（
写
真
上
＝
ト
マ
ト
出
荷
作
業
が
行
わ

れ
て
い
る
中
部
野
菜
セ
ン
タ
ー
／
撮
影
７
月

29
日
）

夏
秋
ミ
ニ
ト
マ
ト
出
荷
最
盛
期

販
売
金
額
１
億
１
６
０
０
万
円
を
計
画

＝
Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
＝

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
で
は
、

令
和
６
年
産
夏
秋
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
出
荷
が

最
盛
期（
７
月
下
旬
取
材
時
）を
迎
え
て
い

ま
す
。
作
付
総
面
積
は
約
３
ha
で
、
生
産

者
は
22
人
。
７
月
中
旬
か
ら
九
州
管
内
を

中
心
に
出
荷
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

品
種
は
高
糖
度
で
肉
質
が
良
く
、
食
味

極
良
な
「
キ
ャ
ロ
ル
ス
タ
ー
」
や
「
み
わ

た
」
を
主
と
し
出
荷
し
て
い
ま
す
。
同
部

会
で
は
販
売
数
量
１
７
４
ｔ
、
販
売
金
額

１
億
１
６
０
０
万
円
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

定
植
後
か
ら
低
温
の
日
が
続
き
収
穫
時
期

が
１
週
間
程
遅
れ
ま
し
た
が
品
質
・
食
味
共
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生産各部会の生育・出荷・査定会・総会などの動き②
　

※
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
総
会
で

総
販
売
金
額
等
の
功
績
を
称
え
表
彰

２
０
２
４
年
産
イ
チ
ゴ
定
植

９
月
１
日
よ
り
県
内
最
速
で
ス
タ
ー
ト

に
良
好
で
す
。
ま
た
、
一
部
梅
雨
期
の
日

照
不
足
に
よ
る
萎
れ
、
樹
勢
の
低
下
が
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
樹
勢
も
回
復
し

大
き
な
病
害
虫
の
発
生
は
見
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
今
年
は
病
害
の
発
生
も
遅
く
、
後

半
も
現
在
の
樹
勢
良
好
に
よ
り
安
定
し
た

生
育
・
出
荷
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
中
部
野
菜
セ
ン
タ
ー
に
は
、

各
生
産
農
家
か
ら
多
い
時
に
は
約
２
２
０

ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー
ス
＝
15
㎏
）
が
持
ち
込

ま
れ
て
お
り
、
作
業
ス
タ
ッ
フ
は
選
果
選

別
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

販
売
担
当
の
石
部
拓
郎
職
員
は
「
食

味
・
品
質
共
に
良
好
だ
。
有
利
販
売
に
繋

が
る
よ
う
に
今
後
と
も
引
き
続
き
努
め
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
（
前
ペ
ー
ジ
の

写
真
＝
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
出
荷
作
業
が
行
わ
れ
て

い
る
中
部
野
菜
セ
ン
タ
ー
／
撮
影
７
月
29
日
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
管
内
で
は
２
０
２
４
年
産
イ

チ
ゴ
の
定
植
が
、
９
月
１
日
よ
り
県
内
最

速
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
最
盛
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

当
日
定
植
を
行
っ
た
Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご

部
会
員
の
佐
藤
哲
治
さ
ん
は
、
恋
み
の
り

を
高
設
栽
培
（
１
２
４
・
２
ａ
）
で
経
営
。

雇
用
し
て
い
る
外
国
人
技
能
実
習
生
が
迅

速
丁
寧
な
作
業
で
定
植
作
業
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
「
台
風
に
よ
る
大
き
な
影

響
も
な
く
、
例
年
通
り
の
定
植
時
期
を
迎

え
ら
れ
た
。
今
後
と
も
管
理
を
徹
底
し
て

高
品
質
な
イ
チ
ゴ
を
消
費
者
に
届
け
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
出
荷
計
画
は
部
会
員
37
戸
で

作
付
面
積
１
１
４
８
ａ
、
出
荷
量
２
３
０
万

パ
ッ
ク
、
金
額
８
億
円
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

江
藤
秀
晃
指
導
員
は
「
高
温
の
影
響
で

花
芽
の
遅
れ
や
病
害
虫
が
心
配
さ
れ
た
が
、

対
策
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
例
年
通
り
の

計
画
で
定
植
が
で
き
た
。
今
後
は
年
内
収

量
確
保
を
目
指
し
徹
底
し
た
指
導
を
し
て

い
く
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

出
荷
開
始
は
10
月
下
旬
頃
を
予
定
し
て

お
り
、
主
に
関
東
・
関
西
地
方
の
市
場
へ

の
出
荷
を
重
点
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
上
＝
定
植
を
す
る
特
定
技
能
実
習
生
／

撮
影
９
月
２
日
）

　

８
月
５
日
、
令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
阿
蘇
い

ち
ご
部
会
の
総
会
に
あ
た
り
、
一
の
宮
中

央
支
所
で
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

表
彰
の
部
で
は
、
総
販
売
金
額
の
功
績
を

称
え
３
人
の
生
産
者
へ
表
彰
状
の
授
与
と

賛
辞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

部
会
表
彰
の
部
で
は
、
単
位
面
積
当
た

り
販
売
金
額
の
功
績
を
称
え
12
人
の
生
産
者

へ
表
彰
状
の
授
与
と
賛
辞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
部
会
の
イ
チ
ゴ
生
産
は
、
生
産
力
・

販
売
力
強
化
に
重
点
的
に
取
り
組
み
年
々

実
績
を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
所
得
ア
ッ
プ
を
目
指
し
Ｊ
Ａ
・

生
産
者
が
一
丸
と
な
り
、
よ
り
一
層
連
携

し
た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
方
針
で
す
。

表
彰
者
は
以
下
の
と
お
り
。
（
敬
称
略
）

　
『
Ｊ
Ａ
表
彰
の
部
』

▽
総
販
売
金
額
＝
大
津
裕
樹
・
佐
藤
哲

治
・
園
田
賢
臣

　
『
部
会
表
彰
の
部
』

▽
単
位
面
積
当
た
り
金
額
＝
嶋
野
妙
子
・

園
田
賢
臣
・
西
田
満
士
・
大
津
裕
樹

田
中
敏
夫
・
佐
藤
哲
治
・
山
辺
達
也

岩
下
岩
雄
・
志
賀
謙
三
・
甲
斐
安
敬

小
野
龍
臣
・
坂
梨
隆
一

お 

詫 

び

あ
そ
だ
よ
り
１
３
６
号
７
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
「
南
部
ト
マ
ト
部
会
出
荷

査
定
会
」
記
事
文
面
で
部
会
長
名
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
伊
藤 

芳
隆 

様

（
正
）
伊
藤 

隆
幸 

様

謹
ん
で
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

いちご部会総会で総販売金額等功労者表彰の様子
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　ＪＡ阿蘇は９月７日、食農教育の一環として「親子で稲刈

り体験」イベントを開催しました。

　イベントにはＪＡ阿蘇管内の小学生親子や関係者ら約

50名が参加しました。稲刈り鎌の使い方を教わった参加

者は、１株１株丁寧に刈り取り、親子で協力しながら刈り

取るほほえましい風景も見られました。

　参加したある小学生は「昔の人は機械を使わずに刈っ

ていたから、すごいと思う。お米を作ってくれて、ありがと

う」と感謝の気持ちを話していました。

　近年の資材高騰や担い手不足を受け、営農部の園田

真治職員は「当たり前にご飯が食べられる有り難さや、そ

のお米を作る生産者の苦労などを体感してもらうことは大

変有意義なことだと思う。これからも毎年開催していきた

い」と抱負を語っていました。

　稲刈り後は阿蘇あか牛のバーベキューのほか、ＪＡ阿蘇

女性部特製のカレーライスで楽しいランチタイムとなりま

した。また、家の光「ちゃぐりん」を活用した食農教育クイズ

大会も開かれ、大いに盛り上がりました。

「親子で稲刈り体験」イベント開催！
稲刈り後、あか牛バーべキュ―や女性部特製カレーで楽しいランチタイム稲刈り後、あか牛バーべキュ―や女性部特製カレーで楽しいランチタイム

刈
り
取
っ
た
稲
は
束
ね
て

　
　
　
　

ち
ゃ
ん
と
運
び
ま
す
。

「
稲
刈
り
体
験
、

　
　

初
め
て
に
し
て
は

　
　
　

と
っ
て
も
上
手
だ
よ
♥
」

稲刈り体験後のランチは、あか牛の
バーベキューと特製カレーライス！

参加者全員大満足！
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
８
月
31
日
の
『
野
菜
の
日
』
に
、
熊
本
市

中
央
区
の
「
び
ぷ
れ
す
広
場
」
で
開
か
れ
た
特
売
会
に
出

店
し
ま
し
た
。
こ
の
特
売
会
は
、
毎
年
『
野
菜
の
日
』
に

合
わ
せ
行
わ
れ
て
い
る
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
熊
本
県
産

の
夏
秋
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
促
進
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
、
会
場
に
は
熊
本
県
産
の
夏
秋
野
菜
約
10
品
目
が
並

び
、
多
く
の
人
が
訪
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
、
小
国
郷
地
区
の
特
産
生
し
い
た
け
や
高
森

地
区
特
産
の
ひ
ご
む
ら
さ
き
な
ど
を
、
小
売
価
格
の
半
値
に

近
い
価
格
で
販
売
し
ま
し
た
。
野
菜
価
格
が
高
騰
し
て
い
る

中
、
消
費
者
に
と
っ
て
嬉
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

担
当
の
河
津
勝
職
員
は
「
Ｊ
Ａ
阿
蘇
管
内
で
生
産
さ
れ

て
い
る
夏
秋
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
た
。
今
後
も
阿
蘇
の
誇

る
特
産
物
の
お
い
し
さ
と
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
９
月
３
・
４
日
、
阿
蘇
市
立
一
の
宮
中
学
校

１
年
生
15
名
を
受
け
入
れ
農
業
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
学
習
は
、
総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て
農

業
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
社
会
生
活
に
お
け
る
礼
儀

や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
業
内
容
の
説
明
を
受
け
た
後
、
生
徒
た
ち
は
２
班
に

分
か
れ
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
一
の
宮
町
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
と
選

果
場
で
Ｊ
Ａ
職
員
の
手
を
借
り
な
が
ら
、
米
の
袋
詰
め
や

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
梱
包
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
「
米
の
袋
を
結
ぶ
の
が
難
し
か
っ
た
」
と

か
「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

が
折
れ
な
い
よ
う
に

丁
寧
に
作
業
を
し

た
」
な
ど
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

一
の
宮
中
学
生
が
農
業
体
験
学
習

農
業
へ
理
解
を
深
め
社
会
生
活
の
マ
ナ
ー
な
ど
学
ぶ

　　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
７
月
27
日
、「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
熊
本
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
大
会
」
阿
蘇
地
区
予
選
会
を
一
の
宮
中
央
支
所
で

開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
お
客
様
に
選
ば
れ

信
頼
さ
れ
る
地
域
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
窓
口
を
目
指
し
、
所

要
時
間
内
に
与
え
ら
れ
た
課
題
の
中
で
工
夫
を
凝
ら
し
た

競
技
を
行
い
ま
す
。

　

審
査
に
は
古
澤
博
保
常
務
ら
が
あ
た
り
、
約
50
名
の
関

係
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
一
の
宮
中
央
支
所
の
松
尾
彩

職
員
、
優
秀
賞
に
は
阿
蘇
南
中
央
支
所
の
後
藤
大
職
員
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
松
尾
職
員
は
「
日
頃
の
業
務
が
活

か
さ
れ
て
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
う
。
県
大
会
で
も

平
常
心
で
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

松
尾
職
員
は
令
和
７
年
１
月
18
日
開
催
の
県
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

日
頃
の
業
務
の
腕
前
を
披
露

Ｊ
Ａ
阿
蘇
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
大
会

最
優
秀
賞
に
松
尾
彩
職
員
（
一
の
宮
中
央
支
所
）

8月31日の『野菜の日』びぷれす広場で
阿蘇の夏秋野菜をＰＲ！

生徒たちは米の袋詰めや

アスパラガス梱包作業を体験

最優秀賞に選ばれた松尾彩職員
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ジ
ュ
ー
シ
ー
陳
列
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
最
優
秀
賞
＝
「
グ
リ
ー
ン
一
の
宮
」

　
　
優
秀
賞
＝
「
小
国
郷
購
買
店
舗
」

優秀賞＝「小国郷購買店舗」
特別賞＝「グリーンなんごう」

資材店舗ディスプレイコンテスト

最優秀賞のグリーン一の宮スタッフの皆さん
とディスプレイ（写真左上）／小国郷購買店舗
のディスプレイ（左下）

　

令
和
６
年
度
ジ
ュ
ー
シ
ー
陳
列
コ
ン
テ
ス
ト
で
「
グ
リ

ー
ン
一
の
宮
」
が
最
優
秀
賞
に
、
「
小
国
郷
購
買
店
舗
」

が
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
６
月
１
か

ら
30
日
ま
で
の
１
か
月
間
実
施
さ
れ
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
の
売

上
拡
大
と
陳
列
方
法
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
15
回
Ｊ
Ａ
資
材
店
舗
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
熊

本
県
大
会
で
「
小
国
郷
購
買
店
舗
」
が
優
秀
賞
、「
グ
リ
ー

ン
な
ん
ご
う
」
が
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
大
会
は

Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の
店
づ
く
り
に
よ
る
来
店
者
の
満
足
度
向

上
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
小
売
店
に
先
ん
じ
た
早
期
陳
列

の
再
徹
底
、
Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
陳
列
強
化
に
よ
る

競
合
店
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
な
ど
、
資
材
店
舗
の
活

性
化
や
売
れ
る
店
づ
く
り
強
化
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
Ｊ
Ａ
店
舗
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
展
示
を
行
う
中
、
受

賞
の
２
店
舗
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
セ
ン
ス
が
光
る
展
示

で
、
顧
客
へ
の
情
報
発
信
・
商
品
ア
ピ
ー
ル
・
興
味
を
引

く
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
国
郷
購
買
店
舗
の
梅
木
課
長
は
「
分
か
り
や
す
さ
を

重
視
し
た
配
置
で
、
ひ
と
目
で
商
品
が
分
か
る
よ
う
に
工

夫
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
来
店
し
や
す
い
店
舗
を
目
指
し
ス

タ
ッ
フ
全
員
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

小
国
郷
購
買
店
舗
は
ジ
ュ
ー
シ
ー
陳
列
コ
ン
テ
ス
ト

で
も
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
今
季
「
二
冠
」
と
な

り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
グ
リ
ー
ン
一
の
宮
の
井
手
課
長
は

「
多
く
の
お
客
様
に
ジ
ュ
ー
シ
ー
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
、
愛
飲
運
動
に
も
繋
が
っ
た
。
今
後
も
さ
ら
に
商
品
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
き
た
い
」
と
受
賞
の

喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

優秀賞の「小国郷購買店
舗」スタッフの皆さん（写
真右上）とディスプレイ
（写真右下）／特別賞の
「グリーンなんごう」スタッ
フの皆さん（写真中）と
ディスプレイ（写真左下）
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探してみてください！ （出題：イラストレーター みやた みゆき）
左右2つのイラストには、違っているところが5か所あります。

前号「花火大会」答えとプレゼント当選者4名様

   　   ＝答え＝
①屋台の「やきそば」文字
②奥の真ん中の木
③お父さんの口
④お母さんのイヤリング
⑤男の子の浴衣の柄

●イラスト違いの
答え

　　①

　　②

　　③

　　④

　　⑤

●郵便番号

●住所（番地まで
ご記入ください）

●電話

●氏名　　　　　
　　　●年齢

●ご意見・ご要望

（内容によっては
誌面で取り上げさ

せていただきます
）

●その他

村上さくら 様（南阿蘇村）
西村　奈央 様（一の宮町）
後藤　ちず 様（高森町）
荒尾　美香 様（小国町）

イラスト違い探し「親子で稲刈り」応募方法
上のイラスト5か所の違いを、官製ハガキに書いて
応募してください。正解者の中から抽選で 4名様に
「阿蘇コシヒカリ5㎏」（写真）をプレゼントします。

応募締め切りは令和 6年 11 月 15 日（当日消印有効）です。

当選者は次号のＪＡあそだよりで発表します。

ＪＡ阿蘇イラスト違い探し「親子で稲刈り」
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「自転車事故のない社会へ！」
阿蘇中央高校で交通安全教室
ＪＡ共済･熊本県警察本部が主催

　

８
月
26
日
、
熊
本
県
立
阿
蘇
中
央
高
校
で

Ｊ
Ａ
共
済
と
熊
本
県
警
察
本
部
主
催
の「
自

転
車
交
通
安
全
教
室
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
通
安
全
教
室
に
は
高
校
生
約
２
０
０

名
と
Ｊ
Ａ
阿
蘇
役
職
員
ら
約
10
名
が
参
加
し
、

ス
タ
ン
ト
マ
ン
チ
ー
ム
に
よ
る
実
演
を
見
学

し
ま
し
た
。
同
教
室
は
、
自
転
車
の
利
用
が

多
い
中
学
生
や
高
校
生
を
対
象
に
開
か
れ
て

お
り
、
実
演
で
実
際
に
事
故
の
衝
撃
や
恐
怖

を
知
っ
て
も
ら
い
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
自
転
車
の
右
側
走
行
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
な
が
ら
「
な
が

ら
運
転
」
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
で
音
楽
を
聴
き

な
が
ら
の
走
行
な
ど
で
起
こ
る
重
大
な
事
故

を
解
説
し
、
実
演
で
再
現
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
か
ら
は
「
交
通
ル
ー
ル
や
自
転

車
の
正
し
い
乗
り
方
を
再
確
認
し
た
。
安
全

運
転
を
心
が
け
る
」
と
言
っ
た
感
想
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

スタントマンによる自転車事故の
実演を見る高校生

「
よ
ろ
し
く
お
願
い

          

い
た
し
ま
す
」

「
よ
ろ
し
く
お
願
い

          

い
た
し
ま
す
」

令
和
６
年
度
新
入
組
職
員
紹
介

出身地／阿蘇市
趣　味／読書・音楽鑑賞
抱　負／生まれ育った阿蘇に仕事
を通じて恩返しができるように、
一生懸命頑張ります。少しずつで
も農業について学んでいき、成長
していきたいです。

太
田
　
奏
多

お
お
た     

か
な
た

出身地／大分県日田市
趣　味／旅行・動画観賞　　　　
抱　負／ＪＡ阿蘇に入組して日が
浅いですが、周りを見て行動し、
自分の出来ることを精一杯頑張り
ます。何事にも積極的に取り組み
たいです。

川
原
　
美
月

か
わ
は
ら    

み
つ
き

出身地／南小国町
趣　味／映画観賞・ランニング
抱　負／少しでも早く業務内容を
覚え、ＪＡ阿蘇・組合員さんの力
になれるように心機一転頑張り
ます。

佐
藤
　
稔

さ
と
う   

 

み
の
る

 

0967-32-2816 
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拝啓　時下ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。
　当組合業務につきましては日頃から格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
　さて、2024年6月21日に執り行われました農林中央金庫　通常総代会において、標記の
通りＪＡバンク基本方針が変更となりましたのでご連絡いたします。
　なお、例年ＪＡバンク基本方針の変更を行う際にはＪＡ通常総代会に報告させていただ
いているところですが、同方針を決議する農林中央金庫の総代会開催日程が、2024年6月
21日であり、時間の都合上、同月26日に開催された当ＪＡ総(代)会の資料への掲載が
できなかったため本誌に掲載させていただくものです。
　皆様におかれましては、ご確認いただきますようお願い申しあげます。　　　　　　　

　敬　具

記

１．今般変更された規程
　　ＪＡバンク基本方針

２．変更内容
　　・ＪＡバンク基本方針に全共連との連携について明記
　　・ＪＡへの指導にかかる指定基準の一部内容変更
　　※ホームページ参照　https://www.jabank.org/about/housin/

３．本件変更にかかる今後の対応について
ＪＡバンク基本方針については定款第40条第２号の定めにより、信用事業再編強化法
第４条の規定に基づき農林中央金庫が定めることとされており、ＪＡ総代会では変更の
都度、報告させていただいております。
つきましては次年度の通常総(代)会において、本変更については改めて報告させて
いただく予定としております。

以上

組合員・利用者　各位
令和６年9月1日　

阿 蘇 農 業 協 同 組 合

ＪＡバンク基本方針の変更について

阿蘇農業協同組合　金融部

担当：佐藤、阿部　℡：0967-22-6128

＜お問い合わせ先＞
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理 事 会 ・ 監 事 会 報 告

日時　令和6年9月2日午後1時30分

場所　一の宮中央支所会議室

1．開会

2．組合長挨拶

3．協議事項

　7月末実績について

　１）貸出金について（案）

　２）リスク評価書及びリスク総括表の定例改正について（案）

報告事項

　１）ＪＡバンク基本方針に基づく「体制整備モニタリング」

　　報告について

　２）県域ローンセンター媒介業務実績について（四半期報告）

　３）令和6年度 米麦等棚卸監査報告書について

　４）ＪＡ-ＳＳ ＱＲ決済について

　５）第60回 農機自動車大展示会実績について

　６）令和6年度上期決算における休業について（金融・購買・営農）

　７）自主検査結果報告について（令和6年6月）

4．閉会

日時　令和6年9月27日午後1時30分

場所　一の宮中央支所会議室

1．開会

2．組合長挨拶

3．協議事項

　8月末実績について

　１）貸出金について（案）

　２）個人情報保護法関連規程の改訂について（案）

　３）農産物検査規定変更について（案）

　４）就業規則等の一部変更について（案）

報告事項

　１）2024年度ＪＡ阿蘇総合展示会実施要領について

　２）自主検査結果報告について（令和6年7月）

　３）令和6年産米概算金について

　４）令和6年産米集荷実績について

4．閉会

日時　令和6年8月20日午後1時30分

場所　本所2階第一会議室

1．開会

2．挨拶

3．議題

　１）令和5年度決算監事監査回答書について

　２）令和6年度米麦等棚卸監査報告書（案）について

　３）令和6年度上期決算棚卸監査要領（案）について

　４）令和6年度上期決算監事監査日程（案）について

　５）ＪＡバンク基本方針に基づく「体制整備モニタリング報告」

　　について

報告事項

　① 常勤監事業務報告及び会議等報告について

　② 令和6年度 監事研修会(Ｗｅｂ)開催について

　③ 行事予定について

4．閉会

日時　令和6年9月27日午後1時30分

場所　本所 2階 第一会議室

1．開会

2．挨拶

3．議題

　１）令和6年度上期決算棚卸監事監査実施手続きについて

報告事項

　① 常勤監事業務報告及び会議等報告について

　② ＪＡ常勤監事研修会報告について

　③ 第24期監査法人「監査計画概要説明書」について

　④ 常例検査主要指摘相当事項について

　⑤ 行事予定について

4．閉会

● ● ●  ＪＡ阿蘇新入組職員内示  ● ● ●

令和6年10月1日　佐藤　　稔　　購買部　　　　　　　　　　購買部付経済連阿蘇中部物流センター出向

　　　　〃　　　　　川原　美月　　小国郷営農センター　　　　営農部小国郷営農センター直販事業課事業係（庶務）

　　　　〃　　　　　太田　奏多　　一の宮中央支所　　　　　　一の宮中央支所金融課金融係

■令和6年度第7回理事会

■令和6年度第8回理事会

■令和6年度第5回監事会

■令和6年度第6回監事会

氏　名 新　役　職　名新 部 署

● ● ●ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ ● ● ●

令和6年8月1日　今村　昭洋　　阿蘇南中央支所金融課長代理　　　　　　　　蘇陽支所長代理兼経済統括課長

氏　名 旧 辞 令新 辞 令
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